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聴者 3 名に対し， トランソニック装用前， トランソニ ツ
ク装用直後， トランソニ ック訓練 2週間後の語音明瞭度
検査を行い，その成績を比較した D 語音明瞭度検査に先
立ち， トランソニックをダイナミ ックレンジ法でフイ ツ
テイングしたのち 比較選択法で微調整を行った。周波
数特性は，補聴器特性試験装置 （リオン社製 LH-1)









求めた装用域値を hearing level に概算し，オージオグ
ラム上に示した。さらに 約 2 週間のトランソニ ックの
装用訓練期間を与え，訓練後にも語音明瞭度検査を行い，
その成績を比較検討した。




ニア型補聴器 oticon 社製 E35 とトランソニックを対象
とし，語音明瞭度を比較した。
症例 2 は53 歳女性である。小児期より難聴を自覚する
も放置していた。オージオグラムを（図 2 ）に示す。 52
歳頃より会話が不自由になり補聴器を装用していたが効
果がなくあまり装用していなかった。そのため従来の補
聴器 oticon EW 2 の再フイツテイングを行うと同時にト





















斜め下方に向かう 矢印： 図 I と同様。
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際に調整した状態に近づけるために， Zv: 1, Zc: 3, 
DCB: 4 とした。















定を用い， p<O. 05 を有意とした。
果
1 ）低音部のみに残聴のある感音性難聴者における成績













医学会で定められた57S 語表がある。 57S 語表は50 個の
単音節で構成されておりその内訳は母音 5 個，無声子音
/k, Isl, /ti, /h19 個，鼻音Im/, In/ 9 個，半母音／y/,








(Technis 社製 SV DlO ）に録音した。この録音テー
プを音声資料 1 とした。つぎに， 57S 語表の音声出力を
トランソニックの入力端子に接続し，高音域の圧縮を
行った後にローパスフィルタを通したものを DAT
(Technis 社製 sv 一DlO ）に録音した。この録音テー
378 








60 ! 明 ． 
瞭 ． ． 裸耳
度 40 ! 企 Oticon E35 。
0 Transonic 。
20 





図 6 症例 lにおける 57S を用いた語音明瞭度
（%） （%） 
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症例 2 の成績を図 7 に示す。57S 語表による明瞭度は，
従来の補聴器で 2% であったのに対し， トランソニック
増 田 博 範





























らのビデオを用いた才食討 図8 症例 3 における福田らの
や，症例 3 における 57S ビデオ（聴覚と視覚併
用）を用いた語音明瞭度
語表による検討が不可能 （% ） 
であった。しかし 3症例 10 ・ 裸耳








があり，特に無声子音， ． ． 
鼻音，有声閉鎖音の明瞭 。。
度が改善される傾向が ． ．。  
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音声資料 1 音声資料 2 音声資料 2訓練後
図14 /h／における聴能訓練前後での語音明瞭度 図16 /m ／における聴能訓練前後での語音明瞭度
正答数（個） 正答数（個）
/ml 月1/







音声資料 l 音声資料 2 音声資料 2訓練後 音声資料 l 音声資料 2 音声資料 2訓練後
は音声資料 1 で0.5 個音声資料 2 で0.4 個であったのが聴
能訓練の後音声資料 2 で0.9 個とトランソニック装用前
の成績より－有意に上昇した（図15 ）。／m lで、は 5 音節中
正解が得られた個数は音声資料 lで2.6 個音声資料 2 で




で2.6 個音声資料 2 で2.0 個であったのが聴能訓練の後音
声資料 2 で2.3 個と聴能訓練を行っても 語音明瞭度の上
昇は認められなかった（図17 ）。
有声閉鎖音では 8 音節中正解が得られた個数は音声資
料 iで3.4 個音声資料 2 で1. 6個であったのが聴能訓練の
後音声資料 2 で2. 個と聴能訓練を行っても語音明瞭度
の上昇は認められなかった（図18 ）。
57S 語表中のすべての単音節（50 個）では，正解が得
られた個数は音声資料 1 で18. 個，音声資料 2 で15.0 個






より語音明瞭度が有意に上昇したのは，母音， Isl, /kl 
であり，わずかに上昇したのは／ti, In／，上昇しなかっ
































があげられる。小田ら 12, 13 ）は高音急墜型感音性難聴のう
ち，特にオクターブ聞の聴力低下が40dB 以上の急峻な
型を示す難聴をシャープカ ット型難聴と定義し，その病
態は，歪語音明瞭度検査12-1 4），自記オージオメトリー 14. 15),
DLSI (difernce limen for short incremt ）検査14）の
成績より， 主として内耳の障害であると推察した。シャー
381 

























































神田ら 10 ）は高音部聾の高音急墜型感音性難聴者 9名につ
きトランソニックを適合し カ サ タ行を中心とした





































順に第 1 フォルマント，第 2 フォルマント，第 3 フォル
マント，第 4 フォルマントと呼ぶ。母音は第 l フォルマ
ントと第 2 フォルマントによって特徴づけられていると
言われているが30 ）トランソニックにより高周波域に存在
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Effectiveness of a frequency transposing hearing aid 
Hironori Masuda 
Department of Otorhinolaryngology, The University of Tokushima School of Medicine, Tokushima 
(Director : Prof Yasuo Koike) 
SUMMARY 
The effectiveness of a frequency transposing hearing aid (Transonic) was investigated 
in three patients with severe sensorineural hearing loss and 21 normal controls. All the 
patients had residual hearing only in low frequency. Severe middle-high frequency 
sensorineural hearing loss model was reproduced in the 21 normal controls. Little im-
provement was seen in the articulation scores of these patients and the 21 controls at the 
first use of Transonic. However, after two weeks auditory training, significant improve-
ment was seen in some speech sounds. In the three patients, the articulation scores of 
voiceless consonants, in particular/s/, voiced plosives, voiced fricatives and nasal sounds 
were improved. In the controls, the articulation scores of vowels and consonants such as 
Is/, /kl, It/, /n/ were improved. Improvements in articulation scores by this type of 
training could be explained as follows : with the use of Transonic, speech cues in the high 
frequency area were transposed to new recognizable cues in the low frequency region. 
Sensorineural hearing loss model in normal controls was not the same as actual 
sensorineural hearing loss, but it was possible to experimentally induce comparable deafness 
in many individuals. As a result, they could serve as good subjects when investigating the 
effectiveness of hearing aids. 
Key words : sensorineural hearing loss, auditory training, frequency transposing hearing aid, 
articulation score, speech cue. 
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